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インドを代表するビールだ

インドのイケてる企業家､規格外すぎる活躍
キングフィッシャーブランド成功の軌跡

Kingfisher Calender はインド人であれば誰でも知っているカレンダーだ（Kingfisherのホームページよ
り）

キングフィッシャー（Kingfisher）は、インドにおける典型的なブランド成功事例
だ。キングフィッシャーというブランドは、現代インドの象徴的ブランドと呼ぶこと
もできる。

キングフィッシャーはインドではビールと同じ意味で使わ
れる。インド人やインドを旅した人に「キングフィッシャー
とは何か」と聞けば、最もありそうな答えはビールか航空会
社のどちらかだ。

キングフィッシャーはUBグループのブランド。インド最大
のビール会社であり、マーケットシェアの半分以上を占めて
いる。同社の事業は、航空会社、クリケットチーム、インド
初のカーレーシングチームまで広がっている。

UBグループは、カルナータカ州「バンガロール」に本社を
置くインドの複合企業として、また誰もが思い起こす象徴的
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キングフィッシャー航空は運行停止状態が続いている（写真：ロ
イター/アフロ）

ブランドとして努力している。UBグループの年間売り上げは
50億ドル以上、企業の時価総額はおよそ120億ドル。コア事業は、飲料品、航空事
業、電気製品、化学品などである。

もともとは1857年創業の醸造所

ユナイテッド・ブリュワリーズ（元のグループ名）の歴史は1857年にさかのぼ
る。5つの小さな醸造所の合併によってUBが誕生したのは1915年のことだ。キング
フィッシャーブランドが開始されたのは1980年であり、そんなに古いことではな
い。現在、UBグループ会長を務めるビジェイ・マリヤ氏が設立した。

マリヤ氏は、刺激的なブランドを作りたいと思っていたが、既存ブランドには強い
印象を与えるものがなかった。ある日、バンガロールの自宅で、カワセミ
（Kingfisher）の書いてある古いラベル紙を発見したことが、ブランド誕生のもとに
なった。

キングフィッシャーブランドは、マーケティングのサクセスストーリーとして語ら
れることが多い。実は、インドでは酒類の広告・宣伝が禁止されている。その環境下
で成功したからだ。間接広告の禁止を回避するため、キングフィッシャーの経営陣は
独特なブランド化の提案を考え出した。

インドのリチャード･ブランソン

マリヤ氏は、多くの人から「イン
ドのリチャード・ブランソン」と呼
ばれ、“King of good times（楽し
い時の王）”というニックネームが付
けられた。彼は、世界中に40を超え
る邸宅、250台のヴィンテージカ
ー、特注のボーイング727、2機の
コーポレートジェット、3艇のヨッ
ト、F1チームなどを所有している。
インド人は、マリヤ氏のぜいたくな
ライフスタイルを紹介するテレビ番
組や、お決まりのテレビでのインタ

ビューを頻繁に目にする。

マリヤ氏は、インドにとって歴史的な価値があると考えられているものを、オーク
ションで落札したことでも知られている。2004年に、ロンドンでのオークション
で、ティプー・スルターンの剣を17万5000ポンドで落札し、インドに持ち帰った。
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2013年のカレンダー

ティプー・スルターンは、インド人に高く評価されているイギリス植民地時代に生き
た王であり、彼の剣は歴史的な物で、イギリスによって持ち去られロンドンの博物館
に保管されていた。

そうした剣をインドに持ち帰ることによって、マリヤ氏は国民的知名度を得た。
2009年には、ニューヨークのオークションで9300万ルピーで落札したマハトマ・ガ
ンディーの所有物をインドに持ち帰ったことも、インドに誇りをもたらした。

こうしたエピソードをみると、贅沢三昧の生活を送る人物、インドを愛する国士の
ようにみえ、まるでビジネスを二の次にしているようにみえるかもしれないが、そう
ではない。マリヤ氏のベースにあるのは、ビジネスだ。彼のビジネス上の洞察力を物
語るのが次のエピソードだ。

インドは世界最大のウイスキー市場である。ウイスキーの売り上げは、インドにお
ける蒸留酒売り上げの65％を占めている。マリヤ氏は、インドの酒類市場や消費主
義について熟知しており、その知識を生かすために、160年の歴史を持ち、世界のス
コッチウイスキーの10分の1近くを製造している世界的に有名な酒造会社ホワイト＆
マッケイ（Whyte & Mackay）を買収した。これにより、彼はスコットランドのウ
イスキー会社を買収した初めてのインド人となった。

世界的にウイスキーの売り上げが減少している中、彼はこの買収を行った。ウイス
キーは、年寄り向けであって若者向けでないというのが先進国でのイメージだろう。
しかし、インドは異なっており、若者がウイスキーを好んでいる。インドの全ウイス
キー消費量のうち、輸入スコッチウイスキーの比率は90％を占めている。インドの
若者の需要に応えるため、彼はこの買収を行ったのである。

キングフィッシャーブランドは、
インドのファッションやメディア業
界人のために“キングフィッシャーフ
ァッション賞”を設立したことによ
り、従来のビジネスの範囲を超え
た。同賞は、インド国内の写真家、
モデルやデザイナーを後押しするた
めのものである。「キングフィッシ
ャー水着カレンダー」も成功した財
産のひとつだ。長年にわたり、イン
ドのファッションカレンダーの中でも最も熱心に待ち望まれるものとなった。

これ以外にも、キングフィッシャーはインドのさまざまなファッションイベントに
関係している。また、主要なスポーツイベントの大手スポンサーでもある。



2015/2/15 インドのイケてる企業家､規格外すぎる活躍 | モディ政権で始まるインドの夜明け | 東洋経済オンライン  | 新世代リーダーのためのビジネスサイト

http://toyokeizai.net/articles/print/58608 4/4

航空事業は運行免許剥奪

しかしマリヤ氏は、すべてにおいて簡単に成功したわけではない。とくに、航空事
業は重大な課題に直面している。当初、マリヤ氏は豪華航空機としてキングフィッシ
ャー航空を開始した。しかし、運航歴5年以上という規制を満たしていないため、独
自には外国への飛行をできなかった。

規制を満たすまで待てなかったマリヤ氏は、低コスト航空会社のエア・デカンを買
収し、外国への飛行の資格を得た。しかし、市場競争、高い投入原価、労働組合の反
発などにより経営に失敗し、キングフィッシャー航空は2013年2月に運転免許を停止
されている。

こうした失敗がありながらも、グループ全体ではキングフィッシャーのブランド力
は揺らいでいない。


